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鶴
見
区
に
お
け
る
住
民
異
動
状
況

低
居
住
水
準
未
満
の
世
帯
割
合
も
横
浜
市
平
均

の
一
九
…
七
％
を
大
幅
に
上
回
り
、
市
内
一
位

の
二
六
・
三
％
を
占
め
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
居
住
環
境
に
あ
っ
て
、
鶴
見
区
は

近
年
、
人
口
減
少
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
新
た
な

開
発
対
象
区
域
の
稀
少
性
と
近
年
の
景
気
停
滞

を
反
映
し
て
か
、
大
規
模
な
人
口
導
入
を
招
く

開
発
行
為
も
、
一
部
工
業
系
地
域
で
行
な
わ
れ

て
い
る
工
場
跡
地
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
を
除

き
、
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
と
こ

ろ
が
、
住
民
異
動
は
一
定
段
階
ま
で
下
降
は
し

た
も
の
の
、
相
変
ら
ず
多
く
、
証
明
交
付
等
の

住
民
登
録
関
係
事
務
は
漸
増
傾
向
に
あ
る
。

　
こ
の
調
査
は
、
こ
れ
ら
の
現
象
を
解
明
し
、

区
民
の
異
動
状
況
を
分
析
、
把
握
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
登
録
係
の
事
務
計
画
に
資
す
る
た
め

に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
手
作
業
の

た
め
も
あ
り
、
単
年
度
の
傾
向
分
析
に
留
ま
っ

た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

（
転
入
、
転
出
、
転
居
）
約
二
八
、
〇
〇
〇
件
の

標
本
か
ら
、
転
出
・
転
入
届
に
つ
い
て
は
、
区

内
各
町
と
都
道
府
県
と
の
異
動
関
係
を
、
単
身

世
帯
（
以
後
〟
単
″
と
略
す
）
と
二
人
以
上
世

帯
（
以
後
〟
複
″
と
略
す
）
に
分
け
、
同
時
に

町
別
の
異
動
人
口
を
単
複
別
及
び
男
女
別
に
集

計
し
、
さ
ら
に
世
帯
主
の
年
齢
構
成
に
つ
い

て
、
一
〇
代
ご
と
に
集
計
す
る
た
め
つ
ぎ
の
よ

う
な
基
礎
資
料
を
各
月
別
に
作
成
す
る
方
法
を

と
っ
た
。

図―１　調査区域とブロック分け

鶴
見
区
人
口
異
動
問
題
研
究
会

　
①
縦
…
都
道
府
県
別
（
横
浜
市
だ
け
外
数
）

　
　
横
…
町
名
別

　
②
縦
…
町
名
別

　
　
横
…
異
動
区
分
（
単
・
複
）
・
異
動
人
口

　
　
　
　
男
女
）
、
世
帯
主
の
年
令
構
成
（
一

　
　
　
　
〇
代
ご
と
）

　
　
　
　
①
②
の
表
に
異
動
件
数
及
び
人
口
を

　
　
　
　
記
載

　
こ
の
基
礎
表
の
応
用
に
よ
り
、
各
種
の
個
表

を
作
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
異
動
傾
向
を
把
握
し

　
鶴
見
区
は
一
般
に
工
場
の
街
と
い
わ
れ
て
い

る
。
京
浜
工
業
地
帯
の
一
画
を
な
し
、
地
目
別

土
地
面
積
（
固
定
資
産
税
対
象
面
積
）
で
は
、

昭
和
五
十
六
年
度
に
お
け
る
土
地
の
う
ち
、
工

業
地
が
全
体
の
四
七
・
八
％
を
占
め
て
い
る
。

横
浜
市
平
均
の
一
〇
・
八
％
と
比
較
し
て
も
か

い
る
。

　
視
点
を
変
え
て
、
事
業
所
規
模
を
み
る
と
、

従
業
員
四
人
末
満
の
事
業
所
が
六
四
・
二
％
に

の
ぼ
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
直
接
就
業
労

働
者
の
数
値
比
較
に
は
結
び
つ
か
な
い
も
の

の
労
働
生
活
関
係
の
不
安
定
さ
を
あ
る
程
度
う

か
が
わ
せ
て
い
る
。

　
つ
ぎ
に
、
居
住
関
係
を
見
る
と
、
通
勤
時
間

三
〇
分
圏
内
に
住
む
就
業
者
が
四
割
を
越
え
、
　

職
住
接
近
傾
向
が
強
い
。

　
ま
た
、
住
居
水
準
は
低
く
、
住
宅
総
数
に
占

め
る
木
賃
ア
パ
ー
ト
は
四
割
近
い
。
さ
ら
に
最

こ
の
調
査
は
昭
和
五
十
六
年
度
の
異
動
届
書

は
じ
め
に

一な
り
高
い
数
値
で
あ
る
。
工
業
別
（
軽
・
化
学

・
重
工
業
別
）
構
成
比
で
は
、
工
場
数
・
従
業

員
数
と
も
重
工
業
の
割
合
が
七
〇
％
を
越
え
て

二

調
査
方
法



た
。

　
た
だ
し
、
こ
の
手
法
で
は
都
道
府
県
と
男
女

別
、
年
代
別
の
関
係
は
現
わ
れ
て
い
な
い
。
こ

れ
は
人
手
の
作
業
と
い
う
絶
対
的
な
能
力
の
限

界
が
あ
り
、
本
調
査
に
つ
い
て
は
や
む
を
得
な

い
と
思
っ
て
い
る
。
転
居
に
つ
い
て
は
、
住
所

異
動
に
係
る
旧
住
所
（
以
後
〟
旧
〝
と
略
す
）
、

新
住
所
（
以
後
〟
新
〝
と
略
す
）
ご
と
に
町
と

町
と
の
関
係
を
示
す
基
礎
表
を
、
転
入
・
転
出

表― 1　ブロック別異動内訳と異動率

の
基
礎
表
に
準
じ
て
作
成
し
て
い
る
。
た
だ

し
、
同
一
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
転
居
に
つ
い
て
も
新

旧
両
方
に
各
一
件
と
し
て
計
上
し
て
あ
る
。
ま

た
、
件
数
に
つ
い
て
は
、
各
異
動
形
態
と
も
、

世
帯
員
の
一
部
の
異
動
で
あ
っ
て
も
、
一
件
と

し
て
計
上
し
て
あ
る
。

　
な
お
鶴
見
区
は
約
一
〇
〇
の
町
に
分
か
れ
て

い
る
た
め
、
各
町
ご
と
の
集
計
は
個
表
作
成
上

不
適
切
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
用
途
地
域
の
系
統

に
極
力
ま
と
ま
る
よ
う
六
個
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
区

分
し
、
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
集
計
を
行
う
方

法
を
全
般
に
用
い
た
（
図
―
１
）
。

三

異
動
状
況

①
―
鶴
見
区
の
傾
向

　
昭
和
五
十
六
年
度
は
、
転
出
人
口
が
転
入
人

口
を
二
、
〇
四
九
人
上
回
っ
て
お
り
、
鶴
見
区

は
人
口
流
出
区
と
な
っ
て
い
る
。

　
転
出
で
は
、
〟
複
〝
の
異
動
が
、
単
身
異
動

よ
り
人
口
で
一
、
八
〇
三
人
多
い
。
転
入
で
は

逆
に
、
〟
単
〝
の
異
動
割
合
が
五
八
％
に
達

し
、
殊
に
、
単
身
男
性
の
異
動
が
目
立
っ
て
い

る
。
転
居
区
内
異
動
で
は
、
圧
倒
的
に
〟
複
〝

が
多
く
六
九
％
に
達
し
て
い
る
。

　
区
全
体
の
異
動
率
二
二
①
七
六
％
は
、
一
年

間
に
区
民
四
・
四
人
に
一
人
が
、
何
ら
か
の
形

で
引
越
し
を
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
み
る
と
、
一
、
二
、
三
ブ

ロ
ッ
ク
で
は
区
の
異
動
率
を
上
回
り
、
四
、
五
、

六
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
下
回
っ
て
い
る
。

　
一
、
二
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
と
も
に
住
居
系
地
域

で
あ
り
、
企
業
社
宅
及
び
学
生
寮
等
が
多
数
存

在
し
、
異
動
率
が
高
い
。

　
特
に
二
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
交
通
至
便
の
た
め
人

口
密
度
も
高
い
。
た
だ
、
異
動
内
訳
を
み
る

と
、
″
単
〝
で
は
転
入
が
転
出
よ
り
も
多
い

が
、
″
複
〝
で
は
逆
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
利
便
性
は
あ
る
も
の
の
、
家
族
構
成
員
の
増

加
に
は
対
応
で
き
な
い
地
域
の
よ
う
で
あ
る
。

　
三
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
商
業
系
地
域
で
あ
る
が
、

商
業
地
と
住
居
地
が
純
然
と
分
離
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
混
合
し
た
状
態
と
な
っ
て
い

る
。
鉄
道
の
沿
線
で
利
便
性
が
高
い
た
め
か
、
他

ブ
ロ
ッ
ク
に
比
べ
て
転
居
の
異
動
率
が
高
い
。

　
四
、
五
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
工
場
と
住
居
が
混
在
し

て
お
り
、
小
規
模
事
業
所
の
多
い
地
域
で
あ
る
。

　
五
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
人
口
過
密
の
状
況
に
あ

り
、
異
動
内
訳
に
お
い
て
、
″
単
〝
″
複
〝
と

も
転
入
よ
り
転
出
が
多
い
の
は
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク

だ
け
で
あ
る
。
区
外
へ
の
異
動
率
が
低
い
こ
と

も
、
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
特
徴
で
あ
る
。

　
こ
の
地
域
で
は
、
近
年
工
場
の
跡
地
に
大
規

模
な
集
合
住
宅
が
建
築
さ
れ
て
お
り
、
工
業
系

地
域
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
初
の
予
想
を
上
回

る
異
動
率
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
六
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
大
規
模
工
業
地
域
で
あ

る
。
面
積
に
お
い
て
は
か
な
り
の
ウ
ェ
イ
ト
を

占
め
て
い
る
が
、
工
場
関
係
者
以
外
は
居
住
し

て
お
ら
ず
、
人
口
異
動
に
関
し
て
は
、
と
り
た

て
て
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
町
別
の
異
動
率
で
は
、
一
、
二
、
三
ブ
ロ
ッ

ク
に
属
す
る
町
が
高
く
、
四
、
五
、
六
ブ
ロ
ッ

ク
の
町
が
低
い
。
と
こ
ろ
が
、
人
口
密
度
で

は
、
こ
れ
と
は
全
く
逆
の
数
値
が
出
て
い
る
。

つ
ま
り
、
鶴
見
区
で
は
人
口
密
度
の
高
い
町
ほ

ど
異
動
率
が
低
い
の
で
あ
る
。

②
―
転
出
、
転
入
―
種
別
・
性
別
異
動
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図
―
２
は
、
転
出
入
の
ブ
ロ
ッ
ク
別
・
性
別

異
動
内
訳
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
み

る
と
、
転
入
で
は
、
単
複
件
数
の
比
率
は
九
対

二
で
、
〟
単
〝
の
方
が
多
い
。
特
に
、
ニ
ブ
ロ

ッ
ク
ヘ
の
転
入
が
、
件
数
、
人
口
と
も
多
く
、

人
口
で
は
、
五
、
三
七
三
人
と
転
入
全
体
の
三

二
・
九
％
に
も
の
ぼ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
単
身

男
性
の
転
入
が
目
立
つ
が
、
こ
れ
は
、
就
業
機

会
等
に
よ
る
企
業
の
独
身
寮
等
へ
の
転
入
と
考

え
ら
れ
る
。

　
転
出
に
つ
い
て
は
、
〟
複
〝
の
人
口
が
多
い

一
、
ニ
ブ
ロ
ッ
ク
が
目
に
つ
く
。
特
に
、
二
ブ

ロ
ッ
ク
で
は
、
〟
複
″
の
転
入
件
数
の
一
・
六

倍
に
あ
た
る
一
、
〇
三
〇
の
複
世
帯
が
転
出
し

て
お
り
、
人
口
三
、
二
九
三
人
は
、
転
出
総
人

口
の
一
七
・
九
％
に
あ
た
る
。

　
転
出
・
転
入
の
差
は
、
三
、
六
ブ
ロ
ッ
ク
を

除
く
他
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
転
出
人
口
の
方
が

多
い
。
殊
に
、
二
、
五
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
そ
の

差
が
大
き
い
。

　
五
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
転
出
の
〟
複
″
件
数
は
、
転

入
の
そ
れ
の
二
倍
近
い
。
こ
れ
は
、
住
宅
の
質
の

低
い
五
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
、
居
住
水
準
の
向
上
を

求
め
て
転
出
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(
ア
)
、
世
帯
主
の
年
代
別
異
動

　
一
般
的
に
、
人
口
が
異
動
す
る
原
因
は
、
就

業
機
会
や
住
宅
条
件
、
社
会
条
件
改
善
な
ど
の

図一２　転出入の世帯別性別異動内訳

図一３　月別異動人口（転出、転入）

生
活
向
上
の
た
め
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
二
〇
歳
前
後
で
単
身
異
動
す
る
。
や

が
て
家
族
構
成
員
の
増
加
に
伴
っ
て
二
〇
歳
代

後
半
か
ら
三
〇
歳
代
で
異
動
し
、
四
〇
歳
代
以

降
で
徐
々
に
落
ち
着
く
傾
向
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　
年
代
別
を
み
る
と
、
二
〇
歳
代
の
転
出
が
四

六
％
、
転
入
が
四
五
％
と
圧
倒
的
に
多
く
、
そ

の
他
の
年
代
で
は
、
転
入
に
お
い
て
は
一
〇
歳

代
・
三
〇
歳
代
が
多
く
、
転
出
に
お
い
て
は
三

〇
歳
代
が
多
い
。

　
ま
た
、
転
入
・
転
出
を
比
較
し
て
み
る
と
、

相
対
的
に
若
年
層
が
転
入
し
、
若
干
高
い
年
齢

層
が
転
出
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
京
浜

　
工
業
地
帯
の
一
画
で
あ
る
鶴
見
へ
、
寮
へ
入
る

　
た
め
も
含
め
て
就
職
の
た
め
に
転
入
し
、
一
定

　
期
間
居
住
後
、
よ
り
良
い
生
活
を
求
め
て
転
出

　
し
て
行
く
と
推
察
で
き
る
。

　
④
、
月
別
異
動

　
　
図
１
３
を
見
る
と
、
三
月
が
転
出
入
と
も
一

　
番
多
く
、
次
い
で
四
月
の
異
動
が
多
い
。
こ
れ

　
は
四
月
が
入
社
・
入
学
の
時
期
で
あ
り
、
三
、

　
四
月
が
会
社
の
人
事
異
動
の
時
期
で
あ
る
こ
と

　
か
ら
も
予
想
さ
れ
う
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
つ
い
で
異
動
の
多
い
月
を
あ
げ
て
み
る
と
、

　
転
出
で
は
八
、
一
〇
、
一
二
月
に
、
転
入
で
は

転
出
ほ
ど
顕
著
で
は
な
い
が
、
八
、
十
月
に
多

　
い
。
八
月
は
夏
休
み
の
関
係
も
あ
り
〟
複
″
の

　
移
動
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
ま
た
転
出
で
十
二
月
に
異
動
人
口
が
多
い
の

　
は
、
〟
複
″
の
多
い
住
居
系
地
域
か
そ
れ
を
含

　
む
地
域
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
冬
休
み
と

　
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。

　
(
ウ
)
、
都
道
府
県
別
異
動

　
　
関
東
地
方
へ
の
異
動
が
圧
倒
的
に
多
く
、
転

　
出
の
件
数
の
約
七
五
％
、
転
入
の
件
数
の
約
六

　
四
％
を
占
め
て
い
る
（
図
―
４
）
。
そ
の
他
の

　
地
方
で
は
東
北
、
北
海
道
、
九
州
、
中
部
地
方

　
が
比
較
的
多
く
、
近
畿
、
中
国
、
四
国
地
方
が

　
少
な
い
。

　
　
一
般
的
に
、
異
動
の
原
因
と
し
て
、
遠
隔
地

　
で
は
就
業
機
会
等
を
含
め
た
経
済
的
動
機
が
大

　
き
な
割
合
を
占
め
、
近
郊
で
は
そ
れ
に
居
住
環

　
境
等
の
向
上
を
め
ざ
す
動
機
が
加
わ
る
と
考
え
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図―４　都道府県別異動内訳ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
通
常
の
推
論
を
行
え
ば
、
異
動
す
る

人
が
近
く
に
異
動
要
因
を
満
た
す
も
の
が
あ
れ

ば
、
そ
こ
へ
異
動
す
る
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
う
す
る
と
、
京
浜
工
業
地
帯
の
一
画
で

あ
る
鶴
見
へ
近
距
離
の
関
東
地
方
か
ら
の
異
動

が
多
い
こ
と
は
あ
る
程
度
当
然
と
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、
埼
玉
、
千
葉
へ
の
世
帯
転
出
が
多
い

こ
と
や
、
県
内
・
市
内
の
異
動
が
い
ず
れ
も
転

出
が
転
入
を
上
ま
わ
っ
て
い
る
の
は
、
生
活
向

上
手
段
に
よ
る
異
動
と
思
わ
れ
る
。

　
東
北
、
北
海
道
地
方
に
つ
い
て
は
、
産
業
の

あ
ま
り
な
い
地
方
か
ら
産
業
の
あ
る
関
東
地
方

の
一
部
へ
異
動
し
て
く
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
単
身
者
の
異
動
が
多
い
こ
と
か
ら
、
出
稼

ぎ
を
推
測
ナ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
次
に
、
九
州
地
方
に
つ
い
て
は
、
北
九
州
工

業
地
帯
で
の
吸
引
力
に
よ
っ
て
相
当
程
度
吸
収

図―５　関東地方の異動状況
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

が
、
沖
縄
県
、
鹿
児
島
県

の
人
々
の
異
動
が
多
く
、

こ
れ
が
九
州
で
の
異
動
数

値
の
上
昇
を
も
た
ら
し
て

い
る
。

　
さ
ら
に
、
中
部
地
方
も

九
州
同
様
、
地
元
で
の
吸

収
力
の
強
い
地
方
で
あ
る

が
、
こ
の
地
方
の
異
動
が

多
い
の
は
、
わ
れ
わ
れ
の
窓
口
で
の
経
験
か

ら
、
静
岡
県
、
長
野
県
の
学
校
関
連
異
動
に
よ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、
近
畿
、
中
国
、
四
国
地
方
に
つ
い
て

は
、
阪
神
工
業
地
帯
へ
の
異
動
傾
向
の
強
さ
を

う
か
が
わ
せ
て
い
る
。

　
ま
た
、
全
国
的
に
見
る
と
、
政
令
指
定
都
市

の
あ
る
都
道
府
県
と
の
異
動
が
多
い
こ
と
が
わ

か
り
、
こ
れ
は
、
転
勤
に
関
し
て
と
思
わ
れ
る
。

　
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
は
、
遠
隔
地
か
ら
転

入
し
、
近
郊
へ
転
出
し
て
い
る
。

　
な
お
、
遠
隔
地
の
異
動
を
み
る
と
、
件
数
比
が

人
口
の
比
率
よ
り
大
き
い
こ
と
か
ら
、
〟
単
〟

の
異
動
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
近
距

離
の
異
動
の
関
係
が
そ
の
逆
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
〟
複
〟
の
異
動
が
多
い
こ
と
も
わ
か
る
。

　
以
上
か
ら
仮
説
を
た
て
る
な
ら
ば
、
遠
隔
地

か
ら
単
身
で
転
入
し
、
一
部
は
戻
り
、
一
部
は

そ
の
ま
ま
世
帯
を
作
り
近
郊
へ
転
出
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

(
エ
)
、
関
東
地
方
の
異
動
関
係

　
図
―
５
は
、
関
東
地
方
に
お
け
る
異
動
状
況

を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
。
神
奈
川
県
内
で
の
異

動
が
圧
倒
的
に
多
く
、
昭
和
五
十
六
年
度
異
動

全
体
の
約
四
七
％
を
占
め
、
関
東
地
方
圏
内
異

動
（
二
五
、
二
七
八
人
）
の
約
六
五
％
を
占
め

て
い
る
。

　
前
二
図
か
ら
、
異
動
の
大
部
分
が
近
県
で
行

調査季報79―83.1049



な
わ
れ
て
お
り
、
全
般
的
な
特
性
と
し
て
、
東

京
都
を
除
き
、
転
出
人
口
が
転
入
人
口
を
、
相

当
上
回
っ
て
い
る
。

(
オ
)
、
鶴
見
区
と
他
区
と
の
異
動

　
鶴
見
区
か
ら
市
内
の
他
区
へ
の
転
出
と
鶴
見

区
へ
の
転
入
を
み
る
と
（
表
－
２
）
、
市
内
異

表―２　鶴見区と他区間の異動内訳

動
五
、
三
四
六
件
八
、
九
二
一
人
の
う
ち
、
異

動
人
口
で
は
、
一
位
港
北
区
＝
一
、
四
九
一
人
、

二
位
神
奈
川
区
＝
一
、
四
八
一
人
、
三
位
戸
塚

区
＝
一
、
〇
五
六
人
と
な
り
、
こ
の
三
区
で
市

内
異
動
人
口
全
体
の
約
四
六
％
に
達
す
る
。

　
ま
た
、
鶴
見
区
に
隣
接
す
る
港
北
・
神
奈
川

両
区
へ
の
異
動
が
ほ
ぼ
同
水
準
で
多
く
、
近
隣

区
へ
の
異
動
傾
向
が
強
い
。

　
全
て
の
区
に
共
通
し
た
異
動
現
象
と
し
て
鶴

見
区
か
ら
そ
の
区
へ
の
転
出
人
口
が
、
鶴
見
区

へ
の
転
入
人
口
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。
郊
外
区
に
相
当
す
る
戸
塚
、
金
沢
、

旭
区
の
転
出
／
転
入
比
が
二
倍
を
越
え
て
い

る
。

図―６　転居(区内異動)の世帯種別性別異動内訳

　
神
奈
川
、
西
、
南
区
等
の
既
成
市
街
区
に
つ

い
て
は
、
転
出
・
転
入
の
異
動
関
係
に
顕
著
な

比
率
は
現
わ
れ
ず
、
ほ
ぼ
均
衝
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
郊
外
区
へ
の
異
動
が
顕
著
な
の
で
あ

る
。

③
―
転
居
（
区
内
異
動
）

(
ア
)
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
比
較

　
図
―
６
は
、
転
居
（
区
内
異
動
）
の
種
別
・

性
別
異
動
内
訳
を
示
し
、
お
お
む
ね
以
下
の
共

通
点
が
見
ら
れ
る
。

　
ま
ず
、
種
別
件
数
比
は
約
三
対
二
の
割
合
で

　
〟
単
″
が
多
く
、
人
口
比
で
は
約
七
対
三
の
割

合
で
〟
複
″
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

図―７　月別異動人口（転居＝区内異動）

　
次
に
、
性
別
比
を
み
る
と
、
〟
単
″
に
お
い
て

は
男
対
女
は
、
一
・
六
九
対
一
の
割
合
で
男
が
、

多
い
が
。
〟
複
”
に
な
る
と
、
一
対
一
・
〇
五
と
な

り
、
男
女
比
が
わ
ず
か
な
が
ら
逆
転
し
て
い
る
。

　
ま
た
〟
複
″
の
構
成
人
員
は
平
均
三
・
一
三

人
で
あ
り
、
典
型
的
な
核
家
族
世
帯
の
異
動
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
次
に
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
お
け
る
新
（
転

居
し
て
き
た
市
民
）
旧
（
転
居
し
て
い
っ
た
市

民
）
　
の
関
係
を
み
る
と
、
件
数
、
人
口
と
も

第
一
、
第
三
ブ
ロ
ッ
ク
を
除
い
て
″
新
″
よ
り

　
〟
旧
″
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
件

数
、
人
口
と
も
減
少
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

傾
向
は
単
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
〟
複
″
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に
つ
い
て
も
、
第
四
ブ
ロ
ッ
ク
の
件
数
が
わ
ず

か
な
が
ら
〟
旧
〝
よ
り
〟
新
〟
が
多
く
な
っ
て

い
る
ほ
か
は
、
同
様
の
傾
向
に
あ
る
。

　
ま
た
、
第
一
、
第
三
ブ
ロ
ッ
ク
が
〟
旧
〝
よ

り
〟
新
〝
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
第
一
ブ

図―８　ブロック別異動動態

ロ
ッ
ク
で
は
住
宅
供
給
能
力
が
あ
り
、
第
三
ブ

ロ
ッ
ク
で
は
利
便
性
及
び
昨
今
の
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
の
増
加
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

(
イ
)
、
世
帯
主
の
年
代
別
異
動

　
二
〇
歳
台
の
異
動
が
ト
ッ
プ
で
あ
り
、
つ
い

で
三
〇
歳
代
、
四
〇
歳

代
の
順
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　
し
か
し
、
転
出
入
の

世
帯
主
年
代
別
異
動
内

訳
と
比
較
す
る
と
、
二

〇
歳
代
が
三
六
・
五
％

（
転
出
入
四
五
・
七
％
）

と
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
割

合
を
占
め
て
お
ら
ず
、

三
〇
歳
代
、
四
〇
歳
代

い
る
。
こ
こ
で
は
、
前
掲
の
転
出
入
の
月
別
異

動
人
口
図
―
７
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
極
端
な
特

徴
を
読
み
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
転
居
は
、

転
出
入
よ
り
年
間
を
通
し
て
、
平
均
的
に
異
動

し
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
傾
向
を
み
る
と
、
第
一
ブ
ロ
ッ
ク

で
は
新
旧
と
も
、
四
、
八
、
十
二
、
三
月
に
若

干
多
く
、
第
二
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
四
、
三
月

に
、
第
五
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
四
、
八
、
一
一
月

に
若
干
多
く
異
動
し
て
い
る
。
全
体
的
に
み
る

と
、
四
、
八
、
十
一
、
十
二
、
三
月
に
若
干
多

く
異
動
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
転
居
に
お
い
て
は
〟
複
″
の
異
動
が

多
い
こ
と
か
ら
、
夏
・
冬
・
春
休
み
が
一
つ
の

要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

の
占
め
る
割
合
の
方

は
、
お
の
お
の
二
九
・

一
％
（
転
出
入
二
四

％
）
、
一
五
・
九
％
（
転

出
入
八
・
八
％
）
と
、

よ
り
大
き
く
な
っ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
転

居
に
お
け
る
〟
複
〝
の

割
合
の
高
さ
に
関
連
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

(
ウ
)
、
月
別
異
動

　
図
―
７
は
転
居
（
区

内
異
動
）
に
お
け
る
月

別
異
動
人
口
を
示
し
て

異
動
特
性

　
以
上
か
ら
、
当
区
の
異
動
に
つ
い
て
次
の
よ

う
な
特
性
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
第
一
に
、
企
業
関
係
の
異
動
に
伴
う
異
動
で

あ
る
。
三
・
四
月
は
人
事
異
動
期
で
あ
る
が
、

一
、
二
ブ
ロ
ッ
ク
に
多
数
の
企
業
の
寮
や
社
宅

を
抱
え
る
当
区
で
は
、
区
外
異
動
に
お
い
て
直

接
こ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
。

　
ま
た
、
地
方
別
異
動
で
見
た
よ
う
に
、
比
較

的
産
業
の
少
な
い
地
域
か
ら
の
転
入
が
多
い
の

は
、
こ
の
時
期
に
就
業
機
会
を
求
め
て
の
異
動

で
あ
る
と
推
察
で
き
る
。

　
た
だ
、
区
内
異
動
に
お
い
て
は
、
企
業
関
係

の
移
動
の
影
響
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
一
年
を

通
じ
て
ほ
ぼ
平
均
的
に
異
動
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
当
区
に
存
在
す
る
企

業
の
寮
や
社
宅
は
、
単
身
あ
る
い
は
小
家
族
向

け
の
も
の
で
、
同
一
企
業
が
、
従
業
員
の
家
族

構
成
員
の
増
加
に
対
応
で
き
る
社
宅
を
、
当
区

に
は
保
有
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
推
測
で

き
る
。
こ
れ
は
、
職
住
近
接
傾
向
が
強
い
こ
と

と
合
わ
せ
て
、
企
業
住
宅
の
立
地
条
件
と
し

て
、
住
環
境
よ
り
も
利
便
性
が
重
視
さ
れ
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
第
二
は
、
学
生
の
異
動
で
あ
る
。
二
ブ
ロ
ッ

ク
に
は
、
鶴
見
大
学
光
華
寮
や
日
本
工
学
院
の

寮
等
が
あ
り
、
三
・
四
月
の
転
入
数
を
押
し
あ

げ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
八
、
十
二
月
の
異
動
が
比
較
的
高
い

の
は
、
学
生
が
長
期
休
暇
を
利
用
し
て
動
く
た

め
で
あ
ろ
う
。

　
地
方
別
・
都
道
府
県
別
異
動
に
お
い
て
、
静

岡
県
を
中
心
と
す
る
中
部
地
方
の
異
動
が
高
い

の
は
、
学
生
異
動
に
関
連
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　
異
動
特
性
の
第
三
は
、
近
隣
地
区
で
の
異
動

割
合
の
高
さ
で
あ
る
。
地
方
別
で
は
関
東
地
方
、

都
道
府
県
別
で
は
神
奈
川
県
、
市
内
で
は
港
北

神
奈
川
と
い
っ
た
隣
接
区
、
区
内
で
は
同
一
ブ

ロ
ッ
ク
内
と
い
っ
た
異
動
が
圧
倒
的
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
転
出
と
転
居
に
お
け
る
複
異
動
の

割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、
引
越
し
の
手
間
な
ど
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を
勘
案
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
子
供

の
教
育
問
題
や
現
在
の
利
便
性
を
な
る
べ
く
維

持
し
た
い
こ
と
の
表
わ
れ
で
あ
る
と
も
考
え
ら

れ
る
。

　
第
四
の
特
性
は
、
よ
り
良
い
住
環
境
を
求
め

る
た
め
の
異
動
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
都
道
府
県

別
で
は
、
神
奈
川
・
埼
玉
・
千
葉
な
ど
、
家
族
向

住
宅
を
供
給
で
き
る
地
域
へ
の
〟
複
〝
の
転
出

割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
市
内

へ
の
転
出
も
、
戸
塚
・
金
沢
・
旭
と
い
っ
た
郊
外

区
へ
妬
〟
複
〝
の
異
動
状
況
か
ら
も
裏
付
け
ら

模
事
業
所
の
労
働
関
係
も
無
視
で
き
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
な
異
動
特
性
を
考
え
れ
ば
、
人

口
減
少
傾
向
に
あ
り
な
が
ら
、
事
務
取
扱
件
数

は
依
然
と
し
て
漸
増
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と

も
う
な
ず
け
る
。
区
民
四
・
四
人
に
一
人
が
、

何
ら
か
の
形
で
異
動
の
手
続
き
に
関
係
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

れ
る
。
さ
ら
に
、
転
居
に
お
い
て
も
、
同
一
ブ

ロ
ッ
ク
内
で
の
異
動
に
次
い
で
、
住
環
境
の
よ

り
良
い
ブ
ロ
ッ
ク
へ
の
異
動
が
多
い
こ
と
で
も

わ
か
る
。
就
業
の
た
め
に
遠
隔
地
か
ら
単
身
で

転
入
し
、
一
定
期
間
居
住
後
、
家
族
構
成
員
の

増
加
に
伴
っ
て
、
よ
り
良
い
住
環
境
を
求
め
て

近
郊
へ
転
出
し
て
行
く
の
で
あ
る
。

　
第
五
の
特
性
と
し
て
、
人
口
密
度
の
高
い
町

ほ
ど
異
動
率
が
低
い
と
い
え
る
。
異
動
率
の
高

い
町
は
、
住
居
系
地
域
で
あ
る
。
こ
の
地
域
で

は
、
特
筆
す
る
ほ
ど
の
大
規
模
住
宅
建
設
な
ど

が
な
く
、
企
業
関
連
の
異
動
が
主
流
を
占
め
て

い
る
た
め
、
金
魚
鉢
の
水
を
替
え
る
が
如
き
異

動
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
五
ブ
ロ
ッ
ク
の
町
は
、
下
町
的
雰
囲

気
の
強
い
古
く
か
ら
の
町
で
あ
り
、
代
々
こ
の

地
域
に
住
み
着
い
て
い
る
人
々
が
多
い
た
め
、

人
口
密
度
が
高
い
割
に
は
異
動
率
が
低
い
の
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
地
域
に
存
在
す
る
小
規

れ
は
、
今
日
的
な
建
築
需
要
と
建
築
行
政
の
関

連
の
反
映
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ

ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
鶴
見
区
的
特
性
を
念
頭
に
入
れ

な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
「
市
民
と
地
域
性
」
あ

る
い
は
「
地
域
の
連
帯
意
識
の
高
揚
」
を
一
つ

の
行
政
的
命
題
と
し
て
叫
ぶ
時
、
対
象
た
る

「
区
民
」
は
、
調
査
結
果
が
現
わ
す
異
動
特
性

る
内
含
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
単
に
「
区
民
」
を
静
態
的
な
存
在
と

考
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
む
し
ろ
相
当
数
の
人

々
は
地
域
へ
の
密
着
性
の
薄
い
、
動
態
的
存
在

と
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
「
地
域
と

行
政
」
を
考
え
る
際
、
鶴
見
区
的
特
性
を
見
逃

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
さ
に
、
こ
れ
ら
の
特

性
を
内
含
し
た
形
で
の
、
き
め
細
や
か
な
地
域

行
政
が
肝
要
と
な
る
。

　
と
り
わ
け
住
民
登
録
情
報
は
、
国
民
年
金
・

国
民
健
康
保
険
・
各
種
税
行
政
等
へ
の
基
礎
情

報
の
提
供
の
他
に
、
人
口
動
態
面
で
の
各
種
ア

ク
シ
ョ
ン
を
直
接
的
に
反
映
す
る
基
礎
情
報
で

あ
り
、
人
口
推
計
等
の
都
市
計
画
施
策
へ
の
利

用
も
可
能
で
あ
る
。

　
調
査
標
本
と
な
っ
た
住
民
異
動
届
は
、
多
く

の
有
効
情
報
を
含
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、
現
在

の
住
所
地
と
転
入
・
転
出
・
転
居
地
と
の
関

係
、
異
動
主
体
の
生
年
月
日
・
男
女
別
等
で
あ

る
。
住
民
異
動
状
況
は
、
こ
れ
ら
の
単
純
情
報

を
有
機
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

多
く
の
有
効
な
資
料
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
確
信
す
る
。

　
多
大
な
労
力
を
費
や
し
た
我
々
の
経
験
か
ら

し
て
も
、
こ
れ
を
系
統
的
に
行
な
う
た
め
に

は
、
異
動
届
か
ら
、
人
名
を
除
く
、
異
動
区
分
、

新
旧
の
住
所
地
関
係
の
コ
ー
ド
化
、
及
び
人
口

・
性
別
・
年
齢
に
限
っ
た
情
報
の
機
械
処
理
に

よ
る
出
入
力
、
集
計
方
法
の
採
用
が
最
も
適
切

で
あ
り
、
何
ら
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
係
る
こ
と
の

な
い
有
効
情
報
の
入
手
が
可
能
と
な
る
。

　
最
後
に
、
本
稿
の
調
査
、
加
筆
に
際
し
て
、

横
浜
市
建
築
助
成
公
社
の
成
島
欣
平
氏
、
鶴
見

区
・
平
山
瑞
恵
氏
に
適
切
な
御
指
導
を
い
た
だ

い
た
こ
と
を
つ
け
加
え
こ
こ
に
感
謝
し
た
い
。

　
注
１
　
昭
和
五
十
六
年
度
、
鶴
見
区
勢
概
要

　
　
　
　
三
頁
、
地
目
別
土
地
面
積
の
推
移

　
注
２
　
同
七
頁
、
工
場
数
、
従
業
者
数
の
軽

　
　
　
　
・
化
学
・
重
工
業
別
構
成
比

　
注
３
　
同
六
頁
、
経
営
組
織
別
、
規
模
別
事

　
　
　
　
業
所
数
の
構
成
比

　
注
４
　
同
一
二
頁
、
普
通
世
帯
の
主
な
働
き

　
　
　
　
手
の
通
勤
時
間

　
注
５
　
昭
和
五
十
三
年
度
、
横
浜
市
の
住
宅

　
　
　
　
三
八
頁
、
木
賃
ア
パ
ー
ト
区
別
の
戸

　
　
　
　
数
お
よ
び
住
宅
総
数
に
占
め
る
割
合

　
注
６
　
同
二
一
頁
、
区
別
、
最
低
居
住
水
準

　
　
　
　
未
満
世
帯
の
割
合

〈
柏
田
龍
夫
＝
鶴
見
区
区
政
部
戸
籍
課
登
録
係

長
・
小
川
乃
久
・
島
田
定
治
・
滝
口
哲
也
・
田

邊
美
千
信
・
松
浦
み
ゆ
き
＝
同
課
同
係
／
知
念

稔
＝
総
務
局
職
員
共
済
組
合
／
花
園
勝
＝
道
路

局
管
理
部
管
理
課
〉
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こ
の
調
査
結
果
は
、
あ
る
程
度
の
統
計
的
な

実
証
的
示
唆
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
結
果
か

ら
、
住
民
登
録
事
務
体
制
へ
の
計
画
面
で
の
貢

献
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
よ

り
大
き
な
行
政
施
策
上
の
視
点
か
ら
考
え
る
な

ら
ば
、
地
方
行
政
の
主
体
た
る
「
市
民
」
そ
の

も
の
の
異
動
性
向
面
か
ら
の
把
握
が
具
体
化
さ

れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

　
た
と
え
ば
、
鶴
見
区
の
「
市
民
」
－
「
区
民
」

は
単
身
の
若
年
層
が
多
数
を
占
め
て
お
り
、
区

民
の
う
ち
約
二
割
の
人
々
が
何
ら
か
の
形
で
、

区
外
・
区
内
で
の
異
動
を
行
な
っ
て
い
る
事
実

が
具
体
化
さ
れ
た
。
ま
た
、
区
内
各
地
域
に
お

け
る
異
動
特
性
、
年
代
別
異
動
特
性
も
具
体
化

さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
こ
こ
五
～
六
年
の
特
徴
的
現
象
と

し
て
工
業
系
地
域
に
お
け
る
大
規
模
マ
ン
シ
ョ

ン
の
建
築
性
向
が
高
ま
り
、
昭
和
五
十
七
年
に

は
、
こ
れ
ま
で
漸
減
傾
向
に
あ
っ
た
当
区
の
人

口
が
増
大
す
る
と
い
う
現
象
が
現
わ
れ
た
。
こ

お
わ
り
に

五
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